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　、46απ魏os6罐舵soろ陀6嬬インゲンマメゾウムシ（図1．）
は，中南米を原産として熱帯・温帯を中心に世界中に広
がった鞘翅目マメゾウムシ科の昆虫で，幼虫がインゲンマ
メの子実を食する貯穀害虫である．日本では1951年に現
在の沖縄県で初めて定着が確認された（最近ではこの地区
での被害報告はない）1）．その後，1991年に北海道で確認
され，以降も道内で発生報告が相次いでいる2β）．そこで，
当所で標本を入手できた発生例に基づいて，本種の発生状
況の解析を試みた．
試料及び方法
　当所で実施している衛生害虫及び動物性食品混入異物を
対象とした医動物同定試験に供された標本，ならびに，個
人等から駆除相談を受けた際に取得した標本を試料とした．
種の同定は，双眼実体顕微鏡下で，主に後脚腿節末端突起
の形態（図2）で行った．また，依頼者または相談者から
図1インゲンマメ（トラマメ）上のインゲンマメゾウム
　　シ成虫
採集したときの状況や発生源について情報を得た．
結果及び考察
　これまでに確認した発生例を，発生年月順に表1にまと
めた．これらのうち，試料1から9まではすでに先に我々
が報告しており2），試料10以降が新たな追加記録となる．
発生は，1991年を初発として現在まで継続している．発
生地は，2000年頃までは札幌市を中心とした道央圏が多
かったが，2001年以降，十勝・釧路・網走地方など道東
域にも広がっている（図3）．なお，これらとは別に1999
年に十勝地域で発生が報告されている3）．発生状況は，個
人宅において発生が確認された事例では，保存しているマ
メから虫が発生した場合，すなわち発生源から見つかった
場合と，居間や台所などの生活空間で虫が見つかった場合
に分けられた．発生源は，これまで判明したものはすべて
P肱s601粥捌忽α腐インゲンマメ（トラマメ，金時，大福
豆はインゲンマメの品種名）であった．試料22及び24は
道外で食品混入異物として豆製品より検出された事例であ
る。原料が北海道産であり，ほかの都府県に確実な発生記
録がないことから，道内で成虫がマメまたはその付近に産
卵したと推定される．これら2事例以外で発生源が判明し
た試料では，豆類のほとんどは自家菜園で栽培・採取され，
収穫後，台所や下駄箱の中，居間などに袋に入れて常温で
保存されていた（一部は発生状況より推定）．発生源が判
明した場合には，それらを除去することで容易に駆除でき
たが，保管していることを忘れていたため，発生源が見つ
かるまで時間を要した事例もあった．
　以上の結果から，本種は現在，北海道北部を除く広い範
囲に分布しているが，発生源は家庭菜園など自家用に栽培
されたインゲンマメにほぼ限定されていると思われる．分
布の拡大は，試料3及び20のように知人に譲渡したり，
試料5のように保管場所を移動した際に起こり，保管場所
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表1インゲンマメゾウムシの発生記録
試料　発生年月 発　生　地 響　生　状　況 発 生 源
1　1991年1月
2　1996年5月
3　1996年7月
4　1997年1月
5　1997年7月
6　1997年10月
7　1997年12月
8　1998年8月
9　1999年2月
10　1999年3月
11　1999年12月
12　2000年1月
13　2001年2月
14　2001年9月
15　2002年1月
16　2002年9月
17　2002年11月
18　2003年1月
19　2003年4月
20　2003年6月
21　2003年7月
22　2004年2月
23　2004年3月
24　2004年11月
25　2005年2月
26　2005年9月
27　2006年3月
28　2006年3月
札幌市西区
旭川市
室蘭市
小樽市
札幌市北区
札幌市北区
札幌市北区
札幌市厚別区
札幌市西区
札幌市北区
苫小牧市
札幌市東区
釧路市
帯広市
千歳市
北見市
音更町
帯広市
石狩市（旧）
帯広市
千歳市
福岡県下関市
帯広市
本州（詳細不明）
音更町
札幌市
江差町
網走市
マメから虫
マメから虫
マメから虫
マメから虫
マメから虫
マメから虫
マメから虫
マメから虫
マメから虫
同年1月頃から屋内発生
高層住宅4階居間で発見
家の床を這っていた
居間の天井・窓で発見
自宅2階和室に発生
木造住宅居間の床で発見
自宅1階網戸内側で発見
台所の窓で発見
居間の窓付近で発見
マメから虫
居間で発見
住宅窓及び外壁で発見
製品に混入
自宅内各所
30kg入り面繋より発生
住宅居間・ベランダ
住宅居間
住宅居間
住宅居間
インゲンマメ（トラマメ），同区内自家菜園より採取
マメ（種不明）
親指爪大の白いマメ（真狩村産個人栽培）
インゲンマメ（トラマメ）
インゲンマメ（トラマメ），札幌市厚別区自家菜園1996年産
インゲンマメ（トラマメ），自家菜園産
インゲンマメ（トラマメ），自家菜園産
インゲンマメ（トラマメ），自家菜園産
インゲンマメ（金時），自家菜園，1998年9月収穫，10月乾燥
インゲンマメ（由来不明）
不明
インゲンマメ（トラマメ）
不明
不明
不明
不明
不明
不明
インゲンマメ，自宅菜園産，種は購入
国産と中国産マメの混合，種不明，知人よりもらう
不明
2003年10月製造の北海道産インゲンマメ（大福豆）
不明
インゲンマメ（金時），美幌町産
不明
インゲンマメ（金時）
不明
不明
から羽化した成虫が住宅の窓際に集まり（試料13，17，
18，21），窓を開けた際外に出る（試料21）と考えられる．
周年経過については，積算温度から北海道では野外で年1
化程度と推定されている’）が，一般家屋内では冬期間の暖
房のために数回の発生が可能と思われ，表1からも成虫の
発生消長は明確ではなかった．従って，現状における本種
の対策としては，迅速な同定と発生源の確認・除去が重要
である．マメゾウムシ科は，種によって発生源となるマメ
の種類が決まっているので，同定することで発生源となる
マメ類が推定できる．幸い本職は，ほかの国内産マメゾウ
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図3　インゲンマメゾウムシ記録地点
ムシ科とは，後脚腿節腹面にある歯状突起が内側に複数個
並んでいることで容易に区別することができる（図2a．
比較のため，北海道の家庭内で発生例の多いアズキマメゾ
ウムシの後脚腿節を図2bに示した）．一方，発生源の確
認に当たっては，成虫が集まっている窓際とはかなり離れ
たところにあるなど困難な場合もあり，発生状況や経過に
よっては，柔軟な対応が必要となる．特に食品混入異物と
して一般家庭で検出された場合には，製造・流通・販売過
程での混入の可能性の検討に先立って，その家庭でほかに
インゲンマメが保管されていないか，（忘れている場合も
あるので）入念な検討が重要である．
　本丁は，食品として流通するインゲンマメ乾燥種実を発
生源とする．北海道は国内産乾燥種実の90％を生産して
おり4），農業生産や食品製造，流通過程への本種の浸潤を
防ぐことは極めて重要である．本種を薬剤を使用せずに物
理的に殺虫するには，インゲンマメを55℃で最低3～4
時間または一15℃から一20℃で最低12時聞処理する必要
がある5）．また，本種の発育零点は11℃であるユ）ことから，
家庭用冷蔵庫で保管していれば，その間に成長することは
ないと考えられる．今後，冷蔵庫保管が有効かどうかの検
討を含め，家庭で簡単・安全に行える防除法の研究も非常
に重要である．また，本種はインゲンマメの栽培とともに
原産地のアンデス地方から700年前メキシコに入り，その
後500年前に欧州やアフリカに侵入・定着したことが，遺
伝子解析で明らかになってきている6）．北海道にはどの系
統が侵入したのか，また，低温耐性などの生物学的性状に
変化が起こっていないかについても，今後調査する必要が
ある．
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